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本論文は近世日本の市場経済研究の課題と研究史の動向を論じた序章に続く 2 部 8 章および結語から
なり，第 1 部(第 1--4 章)では大坂米市場を中心として領主米流通の制度史的分析がなされており，



































第 8 章においては全国16か所における米価の年変化率の相関関係を分析した結果，少なくとも 18世紀
初頭以降西日本では統一的米市場が存在していたのに対し，東日本では統一的市場圏を形成するには至っ
ていなかったこと，年代的には18世紀中葉から 19世紀初期までは全国的米市場のネットワークがかなり
緊密であったのに対し，天保期以降弛緩するに至ったことを明らかにしている。
以上を要するに本論文は近世における市場経済の仕組みと機能を当時最も重要な商品であった米を対
象にし，近世の経済循環構造の中で枢要な位置を占めた大坂を中心にして追究したものであるO
論文の審査結果の要旨
本論文の第一の特長はわが国近世の経済において最も中枢的な役割を担った大坂を中心とする米穀流
通に関して，従来多数の先行研究がありながら部分的にとどまっていたものを集大成し，独自の研究を
加えて登米にはじまる領主米流通の全過程，なかんずく蔵屋敷の払米仕法と堂島米市場の取引仕法の全
容を明らかにしたことである。第二の特長は米価変動に関する数量史的分析に基づいて大坂米市場の経
済的機能について前人未到の実証研究を展開している点にあり，本論文で用いられているきわめて洗練
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された数量的方法はわが国における物価史研究方法の最高水準を示すものである。
第三の特長としては本論文の随所において幾多の創見を打出していることである。たとえば大坂市場
成立時期を寛文一元禄期に確定したこと，知行形態と登米率をめぐる類型化，大坂米市場の価格コント
ロール機能を摘出したこと，大坂における米需給には市場経済法則が働いていたこと，堂島米市場にお
ける帳合米取引の全機能を実証的に明確にしたこと，統一的米市場の成立に関する西日本地域の先導性
を主張していること等である。
以上は本論文がわが国近世の市場経済史研究上多大の貢献をなすすぐれた研究成果であることを示す
ものである。論文組立の上で整備・補充を要するところも若干残されてはいるが，数々の新しい知見と
分析方法ならびに構成上の独創性を有する本論文は近世経済史の分野で高い評価を与えられるべき業績
であり，経済学博士の学位に十分値するものと判定する。
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